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発表内容

1. 自治体における市民意見抽出

2. 市民と市議会議員の意見抽出

3. 生成AIの活用の課題

4. まとめ
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行政における市民との「協働」の必要性

 都市機能の持続性が鍵

高齢化社会（税収減）・インフラの老朽化（改修）
⇒ 市民の協力に基づく自治体による公共サービスの提供
（地域における協働の促進）が不可欠

必要とされること [河井, 2016]

・市民側の行政意識を高める

・市民からの肯定・否定的なフィードバックを
受けながら，自治体が市民との協働に適応

3 画像提供元：いらすとや
https://www.irasutoya.com/

日常の市民意見から行政サービスへの気づきを支援

 行政における市民意見の反映には大きな課題
ワークショップの開催，パブリックコメントの募集
⇒ 行くのが面倒，声の大きい人の意見が圧倒，回答しない

本研究：・行政に関連する日常的な市民意見を
ソーシャルメディアから抽出

・行政課題に対する市民の満足感・不満を
都市間で比較可能とする

市民意見の施策への反映・市民の行政意識の向上
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 商店街を訪問するリピータを
いかに増やせるのか？

 イベント時の来客の口コミから人気商品の傾向を分析

 ゲームとの人気コラボ商品（燭台切光忠珈琲）

 ローカル商品（あんこう吊し切り，鮟鱇カレー）

 効果的な情報発信の方法の支援

自治体と自然言語処理の活用例（1）：

まちなかフェスの活性化

5
茨城新聞（2018年9月18日付） 今日から始めるTwitter講座入門編

自治体と自然言語処理の活用例（2）：

市民意見の時系列推移の分析
 市民意見が突発的に増えたとき

何が言われているのか？
 政治課題に関する市民意見を収集⇒

ラベル分類して時系列に集約

 コロナ禍の「保育園」サービスに関する市民意見の推移
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9/16 #おたがいハマトーク
vol.95（2020年9月16日付）
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都市 A

市民
ポスト

市民
ポスト

都市 B

(B) 市民ポストへの観点ラベルの付与

(A) 市民ポストの収集

微調整済
大規模言語モデル

微調整済
大規模言語モデル

ラベル付き
コメント

ラベル付き
コメント

意見の
分類観点

事前学習済
大規模言語モデル

+

(C) 市民意見をまとめる
集約された
市民意見

集約された
市民意見

情報要求に応じた
観点ラベルの指定

(D) 傾向の比較 時系列単位で可視化

市民意見の集約の枠組
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(A) 市民ポストの収集
 プロフィールに都市名が

記載されているユーザの
ポストを収集

 期間：
2010年～2023年3月
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感情表明

意見タイプ 意見の極性 地域依存性 投稿主の立場

否定 地域依存 小さい子を
持つ親

複数の言語モデルを用いて複数の属性を付与

ゴール：
属性を指定して
大量のつぶやきから
市民意見を抽出

「保育園」を含む大量のつぶやき

大量のつぶやきに複数の属性が
付与された状態を自動で作る

保育園… 心配ですね。休園になると

困る、という声が上がるのは承知の上

で、動きを止めた方が良いと思います。
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(B) 市民ポストの観点ラベルの付与
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保育園… 心配ですね。休園になると

困る、という声が上がるのは承知の上

で、動きを止めた方が良いと思います。

指定する属性 モデルの判定

サービスとの適合性 適合

地域依存性 依存

休園・登園自粛との関連性 関連する

アプレイザル意見タイプ 感情表明

投稿主の立場 小さい子を持つ親

投稿日：
2020年4月上旬

北海道・札幌市緊急共同宣
言の発令を受け，札幌市が

「 家庭保育等の協力のお願い」

を発表した時期

緊急事態宣言きたーーー！が、保育園は必要とする人のため
開園とのこと。 有り難いんだが、 それじゃ仕事は休めないの
で、 休園して必要な人に別途用意、にしてほしいな。

保育園… 心配ですね。 休園になると困る、という声が上がるの
は承知の上で、動きを止めた方が良いと思います。知事はまた
嫌な思いをするかと思いますが、 なんとかならないでしょうか…
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(C) 集約された札幌市民の意見の例

市政に対する応援意識の表れ
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3. 生成AIの活用の課題

4. まとめ
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市民と市議会議員の意見の比較
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6 30

IR 2021 [7]

統合リゾート誘致の意見の自治体間比較
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6 31

IR

Consumer Electronics Show

IR

IR

1 6,318 1,000
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大阪市民と市議会議員の意見の例

14

大阪市がIR誘致計画が
認定された背景がわかる
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6 33
待機児童問題の意見の自治体間比較
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34

2021 1

0

2019 10

2018 [8]

横浜市民と市議会議員の意見の例
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横浜市の待機児童問題の
市民と市議会の認識のギャップがわかる
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1. 自治体における市民意見抽出

2. 市民と市議会議員の意見抽出

3. 生成AIの活用の課題

4. まとめ

都市に固有の質問に
生成 AI はどの程度回答できるのか？
1. 市民ポストを利用して，

都市別の質問・回答（指示）データを作成

2. ChatGPT（GPT-4）*を利用して，
どの程度回答できるか調査

18

*: ChatGPT https://chat.openai.com/
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質問・回答データの作成

1. 対象都市：
名古屋市，横浜市，大阪市，札幌市，福岡市

2. 市民ポストから各都市について
「【都市名】では（には，は）」
という文字列が含まれるポストを抽出

3. 各都市の市民が，抽出された市民ポストを参照して，
質問と回答データを作成

 信頼できる情報源，内容を確認して作成

4. 現在，名古屋市，横浜市，大阪市は各70件，
札幌市，福岡市は各50件の質問と回答データを作成済
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質問・回答データの例

1. 質問：『最近名古屋に引っ越してきた者です。名古屋では９月が
防災月間だと聞きました。なぜ９月なのですか？』

回答：『名古屋市で９月が防災月間とされているのは、９月には
過去に東海豪雨（２０００年９月１１日）、伊勢湾台風（１９５
９年９日２６日）で大きな被害があったからです。』

2. 質問：『横浜市では、川の近くに住んでいる人に対してどのよう
な防災情報を提供していますか？ 』

回答：『横浜市では、河川の近くに住んでいる人に、台風や大雨
時に役立つ水防災情報として、市内８０か所以上の川の水位やカ
メラ映像を確認できるようにしています。』
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ChatGPTによる都市に固有の質問への回答性

 作成した名古屋市，横浜市，大阪市の
各質問20件に対する回答の正確さを調査
 ◎ 妥当な回答

 〇 ある程度妥当な回答

 △ 一般的な内容すぎて回答として妥当とは言えない

 × 回答できず，偽情報

 ChatGPT の基盤モデルのバージョンは，GPT-4 とした。

 「具体的な情報が見つかりませんでした。」
と表示された場合，再度問い合わせた。
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ChatGPTによる都市に固有の質問への回答性

 結果は以下の通り。

 許容可能な回答（◎ + 〇）は半分強程度。
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市民意識を反映した知識源を利用した
検索拡張生成（RAG: Retrieval-Augmented Generation）
の必要性
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汎用生成AIでは回答が難しい質問の例

 質問：『名古屋市で救急車を呼んだ場合、
到着までにどれくらい時間がかかるでしょうか？』
ChatGPT：『名古屋市で救急車の平均到着時間は具体的な数値を示
していませんが、一般に都市部では迅速な対応が期待されます。』

回答：『名古屋市で救急車を呼んだ場合、到着までにかかる時間は
平均７分と言われています。心肺停止になると３～４分で救命が難
しくなりますので、救急車の到着を待たずに心臓マッサージをした
りAEDを使うことが重要です。…』

 質問：『大阪市で２０１６年に国政より先に実現できた
少子化対策に関する政策を挙げてください。』
ChatGPT：『2016年に大阪市では、子育て世帯を支援するための様

々な給付・助成金制度が提供されていました。これには出産育児一
時金～などが含まれます』

回答：『大阪市では国に先駆けて、２０１６年から幼児教育無償化
を実現することができました。』
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発表内容

1. 自治体における市民意見抽出

2. 市民と市議会議員の意見抽出

3. 生成AIの活用の課題

4. まとめ
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本講演のまとめ

 市民ポストを利用した意見分析

 行政に活用できる市民意見の抽出

 市議会議員の主張とのギャップの発見

 都市間の市民意識の差異を明らかに

 課題

 市民意識を反映した知識を含む質問に対する
生成AIを利用した回答生成

 今後の展開

 生成AIに回答が難しい質問に絞った市民 FAQの作成

 都市に特有の知識源を利用した RAG の実現
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